
 

 

東京外かく環状道路（東名高速～湾岸道路間） 

計画検討協議会（第２回）の開催結果概要 

平成２９年７月２６日（水） 

 

 

国土交通省、東京都及び川崎市の３者は、今回の計画検討協議会において、以下のと

おり意見交換及び確認した。 

 

 

１． 調査報告（概要） 

○国から、これまでの調査内容について報告がなされた。 

○広域的な整備効果の視点から、都心部における渋滞緩和や、羽田空港及び京浜港

へのアクセス向上による物流の効率化、関東エリアにおける広域的な観光圏の形

成による観光振興等の整備効果について報告がなされた。 

○地域的な整備効果の視点から、環状 8 号線、国道 409 号の渋滞緩和や、周辺の生

活道路も含めた交通事故の減少による生活環境の改善等の効果について報告がな

された。 

○計画検討上の制約条件や、概略ルート、構造の検討状況について報告がなされた。 

 

 

２． その他 

○計画に関する周辺自治体の意向を確認するため、次回協議会までにヒアリングを

実施するよう提案があった。 

○計画の具体化に向けては、客観性・透明性を確保しつつ、スピード感をもって検

討を進めるべきとの意見が出された。 

○環状道路としての機能を最大限発揮させるため、羽田空港に向かって計画化し、

早期に全体像を示すことが重要との意見が出された。 

○ルートの検討にあたっては、川崎縦貫道路の計画との一本化を図りつつ、検討を

進めるべきとの意見が出された。 

○早期効果発現の観点から、特に渋滞の激しい東名～第三京浜間を優先するなど、

区間を分割して段階的に整備することも含めて検討を進めるべきとの意見が出さ

れた。 

 

  以 上  

 



調査報告（概要）

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



○東京外かく環状道路（東名高速～湾岸道路間）における計画の必要性や具体化を検討するため、
整備効果や概略計画について主な調査を実施。

１

調査の視点 主な調査項目

広域的な視点

交通円滑化 • 都心部の渋滞緩和

空港アクセスの向上 • 羽田空港への時間短縮効果、１時間圏域の拡大

港湾アクセスの向上 • 京浜港への時間短縮効果、方面別長距離貨物量の割合、貨物量の推移

災害時の迅速な対応
• 広域防災拠点のアクセス向上、リダンダンシーの確保
• 災害時の輸送確保（救急医療の事例）

観光振興 • 広域的な観光圏の形成

地域的な視点 渋滞・交通事故
• 高速道路のネットワーク化による環状８号線や国道４０９号等の渋滞緩和、
交通事故の削減

［整備効果］

［概略計画］

調査の視点 主な調査項目

計画検討上の制約条件 • 史跡、埋蔵文化財等の調査

ルート、構造等 • 概略検討

調査の内容について



○ 湾岸部（東京港、羽田空港、川崎港）～東名高速のアクセスは、その多くが首都高速を経由。
○ 外環道（東名高速～湾岸道路間）の整備により交通が転換し、都心部の渋滞緩和が期待される。

２

■湾岸部（東京港、羽田空港、川崎港）～東名高速のアク
セス道路の分担率

広域的視点

※所要時間は、ETC2.0（H28.4～6データ）を用いて算出 (平均値と90%タイル値を表記）
※外環（東名～湾岸、関越～東名）は、外環（関越～東名）の設計速度80km/hと設定
※図面上の道路ネットワークは、平成28年度末時点

■所要時間の短縮効果（川崎港の事例）

川崎港 ⇒ 東京IC
現況 ：26～32分
整備後 ：20～22分

現況経路

東京港 羽田空港 川崎港

東
名
高
速

※H28.4～6のＥＴＣ2.0プローブ
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都心部の渋滞緩和による交通円滑化 広域的視点

羽田空港

川崎港

多くが首都
高速を経由

東京港

※図面上の道路ネットワークは、平成28年度末時点

【凡例】
：環八経由
：環七経由
：首都高経由
：その他



３京浜港

東京都

羽田空港

川崎港

大泉JCT

川崎浮島JCT

大井JCT

横浜港

川崎市

現状
（中央環状線利用）

整備後

空港中央

空港西

羽田

中央JCT（仮称）

東名JCT（仮称）

大師JCT

調布IC

昭和島JCT

多摩地域

埼玉県

出典：H22道路交通センサス混雑時平均旅行速度より算出
※外環（東名～湾岸、関越～東名）は、外環（関越～東名）の設計速度80km/hと設定
※中央環状線（大橋JCT～大井JCT）の設計速度60km/hと設定
※首都高については出入口名を記載

分

10分

20分

30分

40分

50分

60分

現状（中環利用） 整備後（大師JCT）

［事例］ 調布IC⇒空港中央の所要時間

［事例］ 調布IC⇒羽田・空港西の所要時間

分

10分
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30分

40分

50分
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現状（中環利用） 整備後

約３割
短縮

約４割
短縮

0

0

現状（中央環状線利用）

現状（中央環状線利用）

整備後

整備後

３

広域的視点羽田空港へのアクセス向上① 広域的視点

○羽田空港～多摩地域間の高速バス移動は、中央環状線を利用。
○外環道（関越道～湾岸道路間）の整備により移動時間が短縮し、利便性が向上。

大橋JCT

48分
（混雑時）

36分
（混雑時）

48分
（混雑時）

30分
（混雑時）

※図面上の道路ネットワークは、平成28年度末時点
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４

※圏域の速度は、既存道路はH22センサス旅行速度、外環は設計速度（80km/h）、その他の未供用路線は設計速度と設定。
※対象とするネットワークは、現況：H28年度時点で供用してる路線
外環（関越～東名）整備時：現況に加え、事業中路線（圏域拡大が想定される自専道）及び外環（関越～東名）
外環（関越～湾岸）整備時：外環（関越～東名）整備時に加え、外環（東名～湾岸）

※圏域拡大が想定される自専道として、第二東名、外環（千葉県区間）、首都高（埼玉線、晴海線）、横浜環状（南線、北線、北西
線）、厚木秦野道路、新湘南バイパス２期、新設スマートICとしている。

※既存道路のH22センサス旅行速度は、混雑時旅行速度と設定。

■羽田空港からのアクセス性
（１時間圏域）

羽田空港

※工業団地の位置は以下のとおり。
・八王子市：「八王子市企業立地ガイド」より
「製造業」「物流系産業」の位置をプロット
・昭島市：昭島市HPより位置をプロット
・川越市：各工業団地のHPなどより位置をプ
ロット

：外環（関越～湾岸）整備時の圏
域拡大エリアの工業団地等

現況 外環（関越～東名）整備時の拡がり 外環（関越～湾岸）整備時の拡がり

首都高渋滞（0～20km/h）区間
（ H27.7の平日速度 出典：国土交通省道路局H27.9)

首都高混雑（20～40km/h）区間

広域的視点羽田空港へのアクセス向上② 広域的視点

○特に関越道～中央道周辺エリアにおいて、現在事業中の区間（関越～東名）と一体となって、羽田
空港からの１時間到達圏域が拡大。

○工業団地等からのアクセスが向上し、物流の効率化等が期待される。



※所要時間は、ETC2.0（H28.4～6データ）を用いて算出
(平均値と90%タイル値を表記）
※外環（東名～湾岸、関越～東名）は、外環（関越～東名）の設計速度80km/hと設定
※図面上の道路ネットワークは、平成28年度末時点資料：平成25年度コンテナ貨物流動調査より作成

※長距離とは1都3県を除く道府県への輸送

※その他については、北海道、茨城県、沖縄県

５

■京浜港の方面別長距離貨物量の割合

○京浜港発着の長距離輸送は、東名高速、中央道、関越道、東北道の４方面で約７割を占める
○外環道(東名高速～湾岸道路間)の整備によりアクセス機能が向上し、物流の効率化が期待される

■所要時間の短縮効果（川崎港の事例）

広域的視点京浜港（東京港、川崎港、横浜港）へのアクセス向上 広域的視点



○京浜港は首都圏の貿易の拠点として機能し、国内の貿易額の約３割を取り扱う。
○京浜港のコンテナ取扱貨物量は、今後増加の見込み。（約１０年後に約１．５倍に増加）

■港湾別の貿易額（平成27年）（単位：兆円） ■京浜港のコンテナ取扱貨物量

※平成37年は推計値
※コンテナ取扱貨物量は国内、国外を含む
【出典】
平成22年～平成28年
… 港湾調査（港別集計値（確報））（国土交通省）
平成37年
… 交通政策審議会 第58回港湾分科会（平成26年11月14日）

資料2-1「国際戦略港湾・京浜港の港湾計画改訂（コンテナ関係）について」
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阪神港 17.2

京浜港 33.8

名古屋
16.9

横浜
12.2

東京
17.6

千葉
4.6

川崎
4.0

博多
2.7
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28%

その他
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貿易額のうち京浜港の割合

広島
1.9

鹿島
1.5

木更津
1.3

鹿児島
0.9

苫小牧
1.0

６

広域的視点【参考】 京浜港（東京港、川崎港、横浜港）の貨物量について 広域的視点



基幹的広域防災拠点
有明の丘地区

基幹的広域防災拠点
東扇島地区

中央道

◎

立川広域
防災基地

○横浜海上
防災基地

立川地域防災センター

舎人
公園 水元

公園

有明の丘地区

・緊急災害現地対策本部を設置
・応援部隊の活動拠点や
広域医療搬送の拠点等として活用

・緊急物資等を陸上輸送等する中継
基地として機能
・応援部隊の活動拠点としても活用

東扇島地区

立川広域防災基地

・災害対策本部機能の代替施設

東京外かく環状道路
（関越道～東名高速間）

事業中

東京外かく環状道路
（東名高速～湾岸道路間）

：供用中区間

：事業中区間

◎ ：立川広域防災基地

：基幹的広域防災拠点

：横浜海上防災基地

：地域防災拠点

○

凡 例

７

○東扇島地区は、東京都臨海部基幹的広域防災拠点整備基本計画において、災害時に緊急物資
等を海上から受入れ、陸上輸送する中継基地としての機能が位置付けられている。

○緊急物資の輸送拠点である東扇島地区から内陸部へのアクセス向上及びリダンダンシーの確保
により、災害時の緊急輸送機能の強化が期待される。

広域的視点広域的視点首都圏直下地震等の災害時における輸送の確保



（災害時のバックアップ機能イメージ）

○有効期間が最も短いものでは、採血後４日間（血小板製剤）
○血液製剤は長期保存ができない。
○原料となる輸血血液は、採血後6時間以内に製造工程へ。
○輸送するトラックの庫内輸送温度は20℃±5℃、定温輸送が重要。

【参考：血液製剤について】
血小板製剤 赤血球製剤

日本赤十字・埼玉製造所（東松山市）

企業ヒアリング結果：
平成２７年１０月調査 東京外かく環状国道事務所）

 手術や事故など緊急の場合、必要な血液製剤を早く、確実に

運ぶことが使命なので、高速道路は欠かせない存在。

 東松山、厚木の拠点は、外環道がつながることで飛躍的に効率

が改善し、カバーできるエリアも拡げることができる。

○血液製剤は有効期間が短く、早く確実に運ぶために高速道路ネットワークは重要。
○外環道（関越道～湾岸道路間）の整備により血液製剤の輸送時間が短縮され、羽田空港からの
緊急空輸や災害時のバックアップとしての輸送に役立つ。

■血液製剤の搬送

東京都センター（新宿区）

企業ヒアリング結果：平成２７年１０月調査 東京外かく環状国道事務所）

■東松山ICから羽田空港へのアクセス性

羽田空港

東松山 大規模災害発生時には、東京のバックアッ
プとして血液を輸送する必要があるため、
高速道路のネットワークは重要。

 特殊で希少な型の血液製剤は、羽田空港
から全国の医療機関へ緊急空輸するため、
羽田空港へのアクセスも重要。

■現況（中央環状線経路）
６５～７６分

■整備後
５８～６０分

埼玉製造所（東松山市）

東京都ｾﾝﾀｰ
（新宿区）

神奈川製造所
（厚木市）

※所要時間は、ETC2.0（H28.4～6データ）を用いて算出（平均値と90%タイル値を表記）
※外環（東名～湾岸、関越～東名）は、外環（関越～東名）の設計速度80km/hと設定
※図面上の道路ネットワークは、平成28年度末時点 ８

広域的視点広域的視点災害時における輸送の確保 ［救急医療の事例］

：救急病院



○東京南西部や多摩地域、群馬・埼玉などと房総半島とのアクセスが向上し、より広域的な観光圏
が形成され、観光振興が期待される。

○例えば、川越市では観光入込客数が年々増加しており、東名高速～湾岸道路の整備により羽田
空港からのアクセスが向上し、さらなる観光客の誘致や、周遊の促進に期待。

広域的視点広域的視点広域的な観光振興

群馬・埼玉エリア

東京南西部・多摩・横浜エリア 房総エリア

９※所要時間は、ETC2.0（H28.9～11データ）を用いて算出（所要時間の10％と95%タイル値を表記）
外環（東名～湾岸、関越～東名）は、外環（関越～東名）の設計速度80km/hと設定

東京ディズニーランド

東京ドイツ村

鴨川シーワールド

養老渓谷
マザー牧場

富岡製糸場

宮ヶ瀬湖

国営武蔵丘陵森林公園

昭和記念公園

西武園
奥多摩湖

秋川渓谷

等々力渓谷

みなとみらい

秩父羊山公園

八景島シーパラダイス鎌倉

九十九里浜

大山

越生梅林

月の沙漠記念公園

幕張メッセ

■入込客数

川越

■羽田空港⇒川越のアクセス

高尾山

川越

富岡製糸場

■入込客数

東京ドイツ村

マザー牧場

■入込客数

■入込客数

(千人)

(千人)
(千人)

(千人)

羽田空港
■入国者数（外国人）
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深大寺

※
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※H28.4～6のＥＴＣ2.0プローブ
※ETC2.0により観測される車両の経路から高速道路利用状況を判定することで、高速乗継割合等を算出

■環状8号線（東名入口～第三京浜入口）における利用状況

24%

55%

21%

n=47,824
高速乗継ぎ 片側高速利用 一般道走行のみ

全体の約¼が
高速道路の乗り継ぎ交通

凡 例
（主な乗り継ぎルート）

：高速乗り継ぎ
（第三京浜から首都高速）

：片側高速利用
（第三京浜から環状８号線）

：一般道のみ
（環状8号線から環状8号線）

（環状8号線（東名入口～第三京浜入口）における利用状況の例）

１０

■周辺道路（環状8号線・国道409号）の渋滞損失時間

※H22道路交通センサス及びETC2.0プローブデータ（H28.9～11（平日））から算定

東名入口

第三京浜
入口

【渋滞損失時間】
環状8号線：約24.4万人時間/年・km

（全国平均の9倍）
国道409号：約17.0万人時間/年・km

（全国平均の7倍）
（全国平均：約2.6万人時間/年・km）

広域的視点地域的視点環状道路のネットワーク化による周辺道路の渋滞緩和

○環状８号線、国道４０９号の渋滞損失時間は全国平均の約７～９倍。特に環状８号線（東名入口～

第三京浜入口）の渋滞が激しい状況。

○環状８号線（東名入口～第三京浜入口）を通過する車両の約1/4は高速道路の乗り継ぎ交通であり、

外環道（東名高速～湾岸道路間）の整備により、環状８号線等の渋滞緩和が期待される。



断面A断面C

断面B

用賀一丁目

瀬田

上野毛駅前

多摩美大前

瀬田中学校

等々力不動前

■環状8号線、国道409号の死傷事故率（件／億台キロ）

１１

主要渋滞箇所(首都圏渋滞ボトルネック対策協議会)

主要渋滞区間(首都圏渋滞ボトルネック対策協議会)

13歳未満の子どもの交通事故発生箇所

（非幹線道路のみ表示）

小中学校位置

※ 交通事故発生箇所は、交通事故データ（2014）の大東京防犯ネットワークWeb
サイトより引用

※ 主な抜け道ルートは、 H28.4～6のETC2.0プローブより算出
※ 背景地図は、国土地理院地図

■環状8号線の主な抜け道のルート
（環状8号線から川崎側に向かう車両の経路図 （断面A ⇒ 断面BまたはC））

環状８号線から川
崎方面へ向かう車
両の一部は瀬田
交差点での渋滞を
回避するため用賀
中町通りを経由し
て国道246号を直
進して通過してい
る

二子玉川駅

二子新地駅

東名JCT（仮）

玉川IC

広域的視点地域的視点環状８号線、国道409号等における交通事故の減少

出典：ITARDA（平成23年～26年）（死傷事故件数）

○環状8号線・国道409号において死傷事故率が300件/億台キロ以上の箇所が多く存在してい
る。また、環状8号線の混雑により、生活道路を利用した抜け道交通が生じている。

○外環道（東名高速～湾岸道路間）の整備により交通分担が適正化され、交通事故の減少な
どにより生活環境の改善が期待される。



広域的視点計画検討上の制約条件（コントロールポイント）

○ コントロールポイントとして、文化財指定された史跡などが点在している。

東京都（世田谷区と大田区） 川崎市

代表的な施設 代表的な施設

文化財指定 史跡等
等々力渓谷、野毛大塚古墳、亀甲山古墳、池
上本願寺（国指定）等多数

川崎河港水門（国登録）、春日神社（県指定）
等

神社仏閣 池上本門寺等 川崎大師等

学校
大学：東邦、駒澤、国士舘、産業能率、成城、
多摩美術、東京農業、日本体育、日本、武蔵
工業（10箇所）

大学：日本医科、洗足学園音楽（2箇所）

病院
（災害拠点病院）

東邦大学医療センター大森病院

大森赤十字病院、東京労災病院、池上総合病
院、荏原病院（5箇所）

川崎市立川崎病院、日本医科大学武蔵小杉
病院、帝京大学医学部付属溝口病院（3箇所）

公園 砧公園、等々力渓谷公園等 等々力緑地等

工場等 多摩川清掃工場、砧下浄水場等 等々力水処理センター等

１２



広域的視点概略ルートの検討について

○概略ルートについては、コントロールポイントに配慮しつつ、発揮される整備効果の他、周辺への影
響や事業性（事業に要する費用や技術的な制約条件等）を考慮して検討する必要がある。

川崎浮島JCT

羽田空港

１３

東京外かく環状道路
（関越道～東名高速）

凡 例

高速自動車国道

首都高速道路

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）

主要地方道

調査中

事業中

事業中 川崎縦貫道路
（Ⅰ期区間）



○外環道（東名高速～湾岸道路間）については、周辺大都市部での道路構造の事例も参考に検討。

１４

地下式

＜適用区間の事例＞
関越道～東名高速 等

【道路構造の例】

高架式

＜適用区間の事例＞
和光北IC～三郷南IC 等

掘割式

＜適用区間の事例＞
大泉JCT～和光北IC 等

広域的視点概略構造の検討について


